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上記の漢字群を見て、例えば「寿」の関係でも表内字及び表外字でも高頻度
のものは、韓など略体化して用いることもあるが、余り用いられないものは、
目慣れがなく変形しないで角いるように思われる。日常の文字生活にかかわり
のある使用頻度の高い文字は、書きやすくしたいという気持ちから、略体化す
る傾向が強い。
原則7　音保存、意味保存
変形は本来、変身を遂げることではない。変形するすべての文字において、
1）国立国語研究所『LDP（月報別冊）9』1971年9月刊中。なお、拙論『「教育漢字」
再検討ノート』中に修正引用してある（筑波大学文芸・言語学系『文芸言語研究、言語焉
2』1977）。
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変化は形の上だけのことであって、その文字本来の「音・義」はそのまま存置
されることは、言を倹つまでもない。
【例1】（浣芸歪芸芸豊芸讃頼芸
構成要素「ム」は「①シ（わたくし、「私」「台．と同義）、⑧ボウ（漢音）ム
（呉青）（それがし、なにがし、「某」と同義）」の音義であるが、これを音符と
して「始情話飴牟倖鉾」などの漢字群がある。変形し略字としての構成要素中
の「ム」は、「ム」本来の音義とは関係なく、「仏払・‥」いずれも無体の正字
の音義をそのままに持つ。
【例2】（宗逼塞芸表妄表毒、量豊
どの字を持って来ても同じであるが、変形後、構成要素に「尺（シャク・セ
キ）」を有しても、その音義には添わない。もとのままである。
【例31ところで、【萎→芸】にかかわる問題であるが、「云（ウン。雲の席
亭。借りて「いう」の意にも用いる。）」を音符として「芸、転、雲、湾などが
ある。一方、「侍、合、垂」の略字「伝、会、芸」には「ウン」の音はない。
ただし、別字が同形に相乗りになった例の一つである「芸」は、現在、当用漢
字音訓表では「ウン。香草の名。くさざる山　という音義を採っていないため、
本来のものが忘れられ、「沓」の略字としてのみ使われるので、漢学者から現
在の略字を好ましくないとして攻撃する際の例とされている。
実はこうした例として、別にも「台（イ）←董（タイ）」「体（ティ・ホン。そま
つ。）←慢（タイ）」「万（バン・マン。浮き草の名。）←萬「欠（ケツ・ケン。あく
び。）←故（ケツ。かめがかける。かける。）」など、本来のものでの使用は殆ど
ないものがある。
これらは古くから、別事であったものと衝突を起こしていたが、同音のもの
は勿論、別音・別義であっても、同形に同居して通時的に使用され続けていた
ものである。また中には使用頻度との関連で、本来のものが頻度が少ないと片
隅へ追いやられ、略字としてのものの方が頻度が高いと、いわば麻を借りて母
屋を乗っとった結果となったものも出てくる。
このように略体化しても、その字本来の音・義はそのまま保存される。これ
は文字使用上での効率性などを優先して「形」の上でのみ変えるのであるか
ら、文字を構成している要素（字形の】部の形）について「音符．の部分、「意
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符」の部分というようなことには全く考え及んでいない結果と考えられる。
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原則8　残像保存、あるいは構成要素相互補助
一つの独立した文字として、他との蔵別が可能であり、独立性を保持できる
限り、簡易化する傾向をたどるが、少蓼の別形をとるものを除き、一つの文字
の内部としては、幾つかの構成要素から成る場合、その文字全体の形の印象を
残して内在させるような変形を、一般には志向する。
あるいは、文字を構成する要素の一部を除去しても、その文字としての形の
印象を損ねることのない変形、つまりその文字を形造る構成要素相互の補助の
働きが見られる。
例【1】例えば「寿←寿、麦←蓼．などは横画や縦画あるいは斜めの画な
どが、本字のイメージを簡略に留めるように仕立てられている。全体が変形し
ていても、もとの字のイメージが残像として感じることの出来る変形をしてい
るものである。この例は少ない。
囲2】例えば「総←絶、従←従、観←税」などは、文字を構成する部
分が変形し、大半は元のままである。これらは一部変形のため、全体としての
イメージは殆ど変わらない。この例は非常に多い。
t例31例えば「者←者、突←突、漢←湊」のように微細な一部を削除
するもの。この程度の削除は欠損感を生ぜず、いわば本字のイメージはそのま
ま留まる。この例はかなりある。
このように変形に際しては、元の字のイメージの残留、元の字の構成要素を
相当程度に留めることで、その文字としての形を伝えている候向を認めること
が出来る。
ただし、次の場合は例外となる。
【例外l　例えば「体←鰻、万←萬」などのように別体を採るもの、「梅←
煤、野←埜」などのように別形のうちから一つを採り用いるもの、「仏←俳、
広←虞、伝←停」などのように、文字の一部を符号化して、別の形に変えて
しまうもの、また「医←督、声←撃」などのように文字を構成する一部を採
って表すもの、これら四つの場合は、元の字の全体としてのイメージは留めな
い。従って、これらは例外ということになる。
原則9　熟語での相互補助、簡易化
単独の文字としては、簡略化しない、または簡略化したとしても適度に部分
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的な構成要素を変える程度であるものが、熟語の場合には、個々の文字として
意味をそれぞれ保有するのではなく、熟語として一つの概念を表しているわけ
である。つまり、一つの意味単位を二手以上で造っているのだから、いわば全
体で一つの意味を留めることが出来る形であればよいので、二幸以上のうちの
一字の簡略化を極端に進めることが出来る、あるいは稀には熟語を造るそれぞ
れの字が簡略化することも出来るという、略字の遣り方がある。
例えば、「（雁垂れ）のある暦（日偏所属）、歴（止偏所属）は、「西「、「（歴）
史」などと書く。就職書類として分かり切っている時に、履歴書を「戸「書」
などと極端に略することも出てくる。「は古来、雁（腐）（佳所属）の略として用
いられ、「「も静かに聞けばからびずや　越人」などと香いたりした。つまり、
文脈中での意を察知出来れば略体化は十分に可能である。要するに、行、草体
化の意識の線上にあるに過ぎない。
他の例として、「董；直垂（径）、内量（径）、重由（経）」、「「；「止（廃）、研「
（磨・摩）、多「（庁）川（摩）、三「方面行き（鷹）、悪「（魔）、工「（廠）」など。な
お、中国の簡体字で「「」は「広（廣）」である。
この略体を造る方法は古来行われていたもので、新井白石『同文適者』にも
「メメ（女女で、婆婆）、ササ（菩薩）、ヨヨ（経費）」などの例が挙げられている。
限定された特定の領域、専門分野でその熟語が多用されている結果、簡略し
ても十分に認識、伝達、記録が可能だからであろう。個人の文字生活において
は、自らが認識できるなら、いかようの簡略化も可能であると思われる。
三　具体的な個々の文字の変形について
以上のような原則（あるいは傾向）を内在させながら、文字の変形の実態とし
ては、具体的な形を観察すると、結果として次の二つの場合を分類することが
出来る。
1文字全体が変形の対象となる。
ex．体←護　尽←轟　寿←寿
ⅠⅠ文字の部分が変形の対象となる。
ex．楽←欒　恋←培　毎←毎
これは於も、楷書で書かれた無体の文字を行、草書への過程で形が部分的に
連続したり、点画の一部が省筆されたり、崩れたりなどの変形した姿となり、
また更に草書へと進むにつれて、元の形を失い、全的にイメージを変えてしま
う場合も生じてくるのに応じる。だから、中には行書・草書化した文字を、そ
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の変形した姿のままに楷書に移し、明晰な単純な曲直に移し直し、点画を分離
し、構成要素を簡明に整えた文字として表したものが、変形後の文字というふ
うに捉えられるものは極めて多くある。
また次に、文字全体が変形したもの及び文字の部分が変形したものの、いず
れにおいても、
（i）文字の変形が孤立し、その文字一字に留まるという、単独の閉鎖した変
形に終わり他に波及しないもの
1．全体　ex．体←鰻　円←囲　欠←映
2．部分　ex・歳←歳　虜←虜　辺←連　関←閑
（ii）原則として、ある文字の変形がそれと同一の構成要素を持つ文字に共
通して波及するもの
との二つの場合が見られる。
（i）単独変形の文字はそれぞれ孤立し、変形が他に及ばないというものであ
るから、いわば非能率的である。よって、文字変形という面から認知しようと
いう際には、個々の場合に一々接し応じなければならないことになる。文字変
形の学習上で、手間がかかるものである。
後者（ii）は、また幾つかのタイプが見られる。つまり、同一原型を持つ文字
の変形がドミノ現象を起こして次々と変形していくものが極めて多く認められ
る。これを細分化すると、
（ji）a．その弟】は、文字の構成要素である部分の変形が、その部分を持つ
総ての字に及んで変形するとしてよいと思われるもの。変形波及の可能性を存
分に持つと判断されるものである。
e方．「虞→真」の変形は真を持つ総てに及ぶことが出来る。「→慎、鏡、
（頬．‥）」
ex．「畢→単、弾、禅、戦、（蝉．．．）」
（ij）b．文字の構成要素である部分の変形が、その部分を持つ総ての字に及
んで変形することは可能であるけれども、そうした変形の習慣を十分に持って
いない、または波及していくはずの文字の使用頻度が少ないために変形されて
出現することが殆どないものがあるために、見かけ上、その部分を持っ字の総
てにわたっての変形にはならないもの。
ex．「萬→万、励、（砺、蛎‥．）」はいくが、「（属楯病邁‥．）」はどうか。
ex．「槍→担、腰→胆」はあっても、「（澹、楷）」はどうか。
ex．「備→仏、沸→払」は行われているが、「沸」はどうか。また、「費」
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も変形しない。「（彿）」はどうか。
（ii）C・文字の構成要素である部分の変形が、その部分を持つ総ての字に及
ぶことが出来ないもののうち、変形した結果の字形が、別字と衝突するため、
変形することが不可能なものを含んでいるもの。
ex・先の「仏、払」の仲間の「費→貴」は、俗に変形字として使用されて
いる「員→負」と同字化してしまうため、変形できない。
ex・「柴→栄、畢→学」は変形の習慣を持つので、同方法で「（鴛、鴛）」
ともに「鴬」の形を採りうるが、同形衝突を起こし不可能。ただし、前者
は比較的に使用頻度が高いので変形して用いられ、後者は排除される。
（ii）d．幾つかの文字の同一の形の構成要素が、一つ一つの文字の中でその
構成要素の占める位置が異なると、別途の変形をすることがある。
ex・「黄→黄」は「横→横」と波及する。ところが位置関係として包み込
まれる形の場合の「虞、鏡、接」では共通して「廣→広」の変形となる。
ex・「畢→単」の波及で「弾、絡、取、欺、厳日・」はいずれも「弾、禅、
戦、獣、厳‥・」となるが、この口二っつが鍋ぶたをかぶると「嬢、護、
醸、壌‥．」は「嬢、譲、醸、填．‥」と変形する。
ex，「白」は「蕃→旧」の変形があるため変わらないが、「見→児、陪→
陥、稲→稲」という同系の変形を見ることが出来る。別に、「磨→踏、
「捜→捜、挿→挿」の変形も見られる、など。
このように、ある程度、共通しているところを取り出して、変形の傾向を見
ることの出来るものを挙げてみた。
そこで、以上の傾向を基にして、現在の日本の略字作成の状態を、あくまで
も形の上から捉えて、変形のパターンを総ざらいしてみたい。それを、以下の
『現代の国語における「新字体」とそれに対応する「旧字体」との対照、分類
表（試案）』としてまとめてみた。
四　表に即した変形パターンの説明
変形の細部の在り方について観察した結果、具体的なパターンを分類する
と、次のようになる。（いずれにも愛称を付して、理解の一助としたい。）
パターンA　文字全体の形が別形に変わるもの《変身型》
パターンB　文字全体の形から一部を採り、それで全体を代表するもの《顔
型》
パター　C　文字全体の形から一部を捨て、一部を残して、簡略な形に変わ
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るもの《脱皮型》
パターンD　字形の部分（構成要素である一部分）を、おおよそ同音の簡略な
字に置き換えるもの《録音型》
パターンE　字形の部分（構成要素である一部分）を、類似の形の簡単なもの
に置き換えるもの《お化粧型》
パターンF　字形の部分（構成要素である一部分）を、符号ふうの簡略な形の
構成要素で置き換えるもの《整形手術型》
パターンG　字形の一部を簡略な続け書きふうのもの（行書・草書を楷書化
して表したもの）に置き換えるもの《美顔術型》
パターンH　文字全体の形から部分（構成要素である一部分）を除去するもの
《切開・摘出型》
パターンⅠ字形の部分に一点または一画を増加し、書きやすくするもの
《アクセサリー型》
パターンJ　別体（俗字、代字など）を採るもの《双生児型》
パターンK　字の形を造る部分（構成要素）の位置を変えるもののうち、一方
を採るもの《①横臥型　②直立型　⑨腹背型》
これらについて、表と照応しながら、順次、説明を施す。
パターンA《変身型》
文字全体が別形となるものである。これは、音字、同音別事、停学、省略
の俗字、草体を楷書化した字など、由来は様々である。数は少ない形。例え
ば、「饅→体、所・斡・蹄→弁、萬→万」など。
パターンB《顔型》
文字全体を形造る二つ以上の構成要素のうちから一つだけを取り出し、そ
れで全体を代表させるもの。
ex．淡→号　飴→余　響→医　島→虫
このうち、号、余などは元からある字と相乗りになったもの。
また、「像→予」で用いるが、「預、持、梓、紆」などの略体とはしない。
使用頻度や社会的認知の原則による。
パターンC　《脱皮型》
文字全体の形から構成要素となっている大部分を除去し、一部を残して、
それを基に改廃、添加して変形を施すものである。これは、パターンBに準
じる。
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例えば「囲」の中から下を抜き、符号ようのものを代置し「円．とする。
「旗（退）」の「皿」などを残し、上部を新たに造成し、全体の配置を整えて
「塩」とする。「輿」の上部中央を残して他を捨て、「与」の形に整えて安定
性をもたらす、など。
パターンD　《録音型》
字形の構成要素であり、音符である部分を、同音ないし類似音を持つ簡略
な文字に置き換えて使用するもの。
例えば、「病」の下部を「切」に香え「窃」に、「療」の中を「知」に香え
「痴」に、「擦、腑」の「魯」を「且」に替えるなどである。
この類には、「録→鉄」とする「失」は「迭、秩」などの音符「失」と共
通する。余談だが、利益追求の鉄道、鉄工業関係の会社では「失（シツ・う
しなう）」として嫌い、「矢」で書くものが、今でもある。「矢」となれば音
符から更に転じ、形の面のみでの簡略化で分類し、パターンFに所属するこ
ととなる。
また「濱→浜」の「兵（へイ）」は、現代中国の共通語の音はb王ngで、
「賓bin→案」「濱b王n→浜」と簡化している。
このパターンの中には、訓を充てがったもの「園→囲」がある。字音は
井（セイ・ショウ、現代中国共通語の音jing）」。「圃（ィ、W㌫）」である。こ
の類には、当用漢字を更に略体化したのの中に、「田書館、会群、看ヱ生」な
どという俗字がある。更には、ローマ字を充てがった略字、「官（寮）、床店
（慶応）大学」などという造字も、学生仲間では用いられているという1㌧
パターンE　《お化粧型》
字形を構成する要素のごく微細な一部分に関して．微調整を施すものであ
る。全体のイメージを殆どそのままに保存するようにして、画を伸縮した
り、方向を変えたり、曲直を変えたり、類似の簡単な点画の構成要素に改め
たりする類のものである。
例えば、「束→気（区など）、数→教（土など）、歳→歳（小など）、渡→没
（役など）、虜→虜（男など）」のように、使用頻度の高い、目慣れている他の
文字や文字の構成要素となっているものに合わせた形をとるものである。
この型に属するものは極めて多く、例えば「育→育」に連れて「清晴精
請静情（晴鯖・‥）、．「包→包」に連れて「抱砲飽胞（抱．‥）」、「粛→命」
l）『日本語の現場（第1集）』84ページ以下。（昭和50年11月、読売新聞社刊）
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の系列として「愉諭輸愈（聡輪漁捻り．）」など。
またこれには、「甫捕舗補輔．のように独立の文字ないしは文字の右側に
位置する場合は「甫」であるが、文字の構成要素として占める面積が二分の
一未満である場合は簿敷博薄縛のように、三本足を縮めてしまう。しかし
「甫」の音符の意識を捨て切れず、点を残留した字になっていることに注意
される。よって、「専→専」の点なしとは別の字源だということを残してい
る。このことは初等教育では学習困難の一つとして、問題にされることのあ
るものである。
なおこの類には、「書→音、牛→半、安→妥」のような微細な変形のも
のが総て含まれるのであるが、それらの波及して変形する仲間の文字ともど
も、「対照、分類表（試案）」には割愛した。それというのも、この軽いお化
粧程度のものは、文字の変形としては、いわばもっとも素朴で簡明なもので
あるからである1）。
パターンF　《整形手術型》
変形を構成する要素の一部分を、符号ふうの簡略な形の構成要素で置き換
えるものである。これは、
①　簡略な文字（的な構成要素）に置き換えるもの
⑧　文字以下の、いわゆる構成要素を符号ふうの簡略な形のものに置き換
えるもの
⑨　構成要素の一部分を、点（または、それに若干の親を加えたもの）にす
るもの
に分けることが出来る。以下、具体例を挙げて説明する。
①　簡略な文字（的な構成要素）に置き換えるものとしては、「傾→仮（反）、
献→献（南）、重→昼（尺）」などである。波及し、同一要素が同一の変形を
遂げるものとしては、「瞥襲領海→蛮変恋湾（亦）」となり、更に表外字「攣
常襲嬰窺」などにも推し及ぼすことが可能であろう。また、仮名の字形（に
似たもの）になるものに「屏→帰（リ）、昔→当（ヨ）」などがある。
②　符号ふうの簡略な形の構成要素に置き換えるものには、続け書きをし
て略体化した結果、符号ふうになったものも含めて扱う。例えば「遮→逓
（帝）、固→図（突）、集→党（凡）、音頭績（濱）→売読続（涜）UL）」など。
1〉　これら微細な変形に関する解説は次の二薯に詳しい。林大『当用漢字字体表の問
題点』（昭和38年9月、光風出版）、山田忠雄『当用漢字の新字体』（昭和33年7月、新
生社刊）
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⑨　構成要素である一部分を点（または若干の線を加えるもの）にする例と
しては、「牡→杜、巣→楽、滋→渋、痍→嬢、単→単、粂→栄など、多
様である。若干の線を伴うものとしては「細→縦、浜→湿」などを挙げる
ことが出来る。
パターンG　《美顔術型》
これは、字形の一部を簡略な続け書きふうのものに置き換えるものである
が、本来的には部分的な行書、草書を楷書化して表したようなものも含むと
考えられる。
例えば、二点を一筆化したもの、「毎→毎、黒→黒、謙一→練」など。二
画を一筆化したもの、「成→成、及→及、温→温」など。
その他、部分的に続け書きふうになるものとしては「観→観、鹸→険、
蓼→参、来→来、眈→既」などが見られ、もっと字形全体にわたるもの
としては「亀→亀、質－→実、寿→寿、蓼一→麦」などがある。
この類には、更に偏労冠卿類について、同一のそれが一斉にどの字につい
ても同一の続け書きふうの変形を与えることが出来るはずとして、よく指摘
されるものに、「革冠（一汁）、示偏（ネ）、進韓（L）、食偏（食）」などがある。こ
れは、従来「当用漢字表」内は簡略形で青くのに、表外字には及ばないとし
て、特に活字では「草茅」「祈痛」「邁進」「鱗餓」などとなり、同じものな
のに異なる形になっているとして不快感が述べられていたものである。いわ
ゆる康無字典の部首214在中には、これらの他にも「斉→斉、蓼→ま、
青→青．などが含まれている。しかし、この表内、表外にわたる部首の形
の斉合性を求める意識は、部首に留まるはずのものではなく、砦においても
同様、つまり、基本的には漢字の部分、構成要素のどれについても斉しく及
ぶべきものであるだろう。
パターンH　《切開・摘出型》
これは文字全体の形から、構成要素となっている一部分を除去するもので
ある。先に、パターンBでは一部分で全体を代表させるもの、パターンCで
は一部冶て一部痍して変形するものを挙げたが、これはそれらの同系のもの
である。
一部を除去する仕方としては、①三画以上除去するもの、⑨二画（又は
二点）除去するもの、③一画（又は一点）を除去するもの、を分類出来る。そ
れぞれにつき具体例を挙げて説明する。
①　三画以上除去するものとしては「歴→圧、僻→価、賠→聴」、また
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「隠穣→臆穏、塁景→畳累」などがある。三画以上除去した上で若干の改
変を加えたものとしては「琵→く盃、雷〉→蚕、式→〈式〉弐、賛→〈宝〉→
宝」のようなものが見られる。
②　二画（又は二点）除去としては「歴→歴、恵→恵、騒→騒」など。
⑧　一画（又は一点）除去としては「隆→隆、徳→徳、奥→奥」とか
「煮→煮、突→突、浜→涙」などである。
パターンⅠ《アクセサリー型》
字形の構成要素のうちから、字形のイメージを損ねないで、部分的に除去
するパターンとは対照的に、字形の構成要素を見やすく、書きやすくという
ことで、一画を増加するものがある。
例えば「歩→歩」のように一点添加するものと、二画に分離して整えた
「免→免、延→延」の類のものとある。
パターンJ　《双生児型》
同音、同意であって、同じ構成要素を一部に含む文字群、ないしは同音、
同意であって異形の文字群のうちから一つを採り上げるもの。これらは、正
体、通体、俗体の関係にある文字として言われるものなどである。
例えば「靡、駈」から駆を、「嘆、歎．から嘆を、「叙、叙、叙．から癖
を、「勅、敷」「効、致」から勅、効を採るものである。
パターンK　《横臥型、直立型、腹背型》
一つの文字を構成している二つの要素の位置の関係を入れ換えるもので、
要素そのものに変形はない。三つのタイプがある。
①　横臥型‥．縦の位置関係から横並びに。「畢→群、黍→松」の類。
②　直立型‥．横の位置関係から縦組みに。「裡→裏、峡→幕」の類。
⑨　腹背型‥．左右に位置するものを、逆の位置に置き換えるもの。つま
り、二形のうち－形を採るもの。「鯖→秋、鄭→隣」など。
以上のように、字源に関する配慮を殆ど施すことなしに、主として形の上か
ら見て、いわゆる「新字体」に「旧字体」がどのように対応しているかを概観
し分類した。
ここで最も問題とするのは、変形は当用漢字表の表内字にのみ留まるもので
あるのか、表外字にも及んで扱うことが出来るのかということである。
先に現状の観察から、字形「変形」の原則（ないし、傾向）を指摘したが、個
々の文字の変形に当たってはそれらの原則のうちの総てが強く押し及んでいる
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というわけではなく、どれかの原則が強く働くこともある。形の斉合性から言
えば、表内のみ変形し、表外は旧字体のままというのでは、説得力が弱い。日
常生活で、表内字のみ使用し、表外字は全く使用しないのなら、それでもよい
けれども、現実の文字生活で捜そうほいかない。
そこで、「対照、分類表（試案）」中に、表外の字にも及んで変形出来るかど
うかの判断を試みとして加えておいた。即ち、①同類の構成要素を有する字
の変形を、習慣・別事衝突・審美性などを無視すれば行えるが、概して、変形
出来るものと出来ないものとが出てくるものに△印を、また、⑧同類の構成
要素を有する字に関して、使用頻度などから変形の習慣の乏しいものもある
が、概して一斉に変形可能として扱えるものに（可）印を付して示した。
これは、字形変形を、日常の文字生活の書写（手書き）の上ではこの判断に沿
って、いわば俗体の字として変形し略体として実行出来るものであると考え
る。ただし、それを活字などとして、一般化して日常の文字生活での共通の財
産とし、通用するものとするかどうかは、更に慎重な判断や手続きを必要とす
るであろう。
なお、t表21「字形の構成要素の変形に様々あるもの」は、【表11の「対照、
分類表（試案）」を基に、別の観点から放り出せる「変形」の実態を、参考とし
て表に示したものである。
そのうちの「イ　同一の構成要素に、変形するものと、変形する習慣を十分
に獲得していないものとあるもの」は、【表11の変形パターンA～Kのうち、
△印を付したものの主なものを再録したものである。これらは三つのタイプ
に分かれる。「万、県、条、処、画、兵、虫」は、現在は変化の習慣を持って
いない、社会的認知のないものを含むが、識別性、効率性からは変形の可能性
を秘めると考えられるものである。次に「台、且、ム、反」は、別字と同形に
なり衝突するものがあるため、一斉に変化することは出来ないものを含む。ま
た「知、井、有」等は、現在の変・不変のままである以外にないと思われるも
のである。
「ロ　同一の構成要素が、二様ないしそれ以上の変形を示すもの」を観察す
ると、結果として異なる変形となるのは、一つの文字内で変形する構成要素が
どの位置にあるか、変形しない他の構成要素とどのように絡んでいるかなどの
条件を見出すことが出来るように思われる。多くは位置関係が異なると、異な
る変形となる。
「ノ、異なる構成要素が、同一の形になるもの」については、一つ一つを観
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察してそこに特別の傾向を見出すことは困難である。個々の文字または文字群
が、筆画数の少ない、書きやすい、認知しやすい字形へとなっていることを認
めることが出来るのは当然ではあっても、異なる構成要素から結果としてある
同じ形になぜなったかについては、続け書きの仕方、続け書きによる行、草書
からの楷書化の方法、省筆、省画の仕方、符号などの置き換え方など様々の要
素が絡むので、一概には言えないように思われる。結果としての姿をあるいは
配列したに過ぎないという面もないではないと思われる。
これら、【表2Jには字形の変形を観察するに当たって参考となると思われる
ものを集めて掲げた。
五　終　わ　り　に
現代は樺書を主流とする時代（印刷物でも、学校教育の文字指導でも、一般
に国民が書く文字でも。）であるとすれば、字形の簡略化、能率化を行書・草
書の書体に求めることは出来ない。楷書のままで簡略化、能率化を追求すると
なると、画数を少なくする、構成を簡化する方向にならざるを得ない。（この
時に、行書草書の書体はその楷書化ということで一つの参考とはなる。）
中国の文字改革では、徹底してその方向に進み、常用文字は十画以下に収め
るように工夫している。簡化の方法も、同音代替、符号代置、特徴や輪郭を残
す、草書体の楷書化、新しい会意文字の作成など、積極的な姿勢で進めてい
る。－このことと日本での文字の簡略化の実態と今後とは、どう絡むのかも
考えなければならない。
日本の国語施策では、公的機関で積極的に文字を簡化する方向は採っていな
いので、現状としては表内、表外を含めて自然的な実態を洗い直して、せめて
表外への簡略化の及ぼし方はどうなるかを考えることとなる。本論は、その点
も視野に入れて論じできた。
もう一点、表内字（使用頻度、機能度の高い字）についても、もし更に略化す
るとしたら、どんな問題があるか、どういう字が対象となるか、現状はどうな
っているかの問題がある。
また、新字体とそれに対応する旧字体との渡りの知識ま、高校卒程度の段階
ではどの程度であるかの実態調査を行ったが、そこで観察された特徴と、今後
この間題に関して学習指導する場合にはどんなことに注意したらよいかという
こともある。これらの問題を残し、取り敢えず筆を置く。
（昭和53年8月稿）
